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□
平
成
27
年
度
一
般
会
計
補
正

　

予
算
（
第
１
号
）

　

８
１
３
万
円
が
追
加
さ
れ
、
予

算
の
総
額
が
54
億
７
０
３
０
万
円

に
な
り
ま
し
た
。

【
主
な
歳
入
】

・
普
通
交
付
税　
　

１
２
７
万
円

・
臨
時
福
祉
給
付
金
給
付
事
業
費

　

補
助
金　
　
　
　

５
７
８
万
円

・
臨
時
福
祉
給
付
金
給
付
事
業
事

　

務
費
補
助
金　
　

１
１
９
万
円

・
子
育
て
世
帯
臨
時
特
例
給
付
金

　

給
付
事
業
費
補
助
金１

５
０
万
円

・審議した議案①

　第２回定例会が６月１１日と１２日の２日間

で開催され、一般会計補正予算ほか８件の議案

審議を行い、いずれも原案のとおり可決しまし

た。

一 般 会 計

補 正 予 算審   

議    

し    

た   

議   

案

・
社
会
保
障
・
税
番
号
制
度
通
知

　

カ
ー
ド
・
個
人
番
号
カ
ー
ド
委

　

任
事
務
国
庫
補
助
金１

９
８
万
円

・
財
政
調
整
基
金
繰
入
金

▲
４
０
０
万
円

【
主
な
歳
出
】

・
社
会
保
障
・
税
番
号
制
度
通
知

　

カ
ー
ド
・
個
人
番
号
カ
ー
ド
委

　

任
事
務
交
付
金　

１
９
８
万
円

・
特
産
物
贈
答
品
費

１
０
７
万
円

・
臨
時
福
祉
給
付
金

５
７
８
万
円

・
佐
呂
間
町
介
護
従
事
者
養
成
事

　

業
補
助
金　
　
　
　
　

12
万
円

・
子
育
て
世
帯
臨
時
特
例
給
付
金

１
５
０
万
円

・
修
繕
料
（
除
雪
等
重
機
）

２
１
９
万
円

・
修
繕
料
（
圧
雪
車
）

１
５
３
万
円

・
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
繰
出

　

金　
　
　
　
　

▲
７
１
５
万
円

□
平
成
27
年
度
国
民
健
康
保
険

　

特
別
会
計
補
正
予
算（

第
１
号
）

　

歳
入
予
算
の
総
額
に
増
減
は
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。

23

・審議した議案②

　

□
税
条
例
等
の
一
部
改
正

　

平
成
27
年
度
税
制
改
正
に
よ

り
、
町
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
も
の
で
す
。

　

改
正
の
内
容
は
、
①
個
人
町
民

税
の
住
宅
ロ
ー
ン
減
税
の
延
長
、

②
固
定
資
産
税
の
宅
地
に
係
る
負

担
調
整
措
置
の
継
続
、
③
軽
自
動

車
税
の
グ
リ
ー
ン
化
特
例
（
軽
減
）

の
導
入
、
④
地
方
た
ば
こ
税
の
旧

３
級
品
に
係
る
特
例
を
段
階
的
に

縮
減
・
廃
止
、
な
ど
と
な
っ
て
い

ま
す
。

ふ
る
さ
と
納
税
の
特
産
物
贈
答
品
に
１
０
７
万
円
を
追
加
計
上
！

ふるさと納税の特産物贈答品

□
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一

　

部
改
正

　

平
成
27
年
度
税
制
改
正
に
よ

り
、
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
も
の
で
す
。

　

改
正
の
内
容
は
次
の
と
お
り
で

す
。

①
課
税
限
度
額
の
引
き
上
げ

　

医
療
保
険
分　

52
万
円

（
１
万
円
増
）

　

後
期
高
齢
者
支
援
金
分

17
万
円　

（
１
万
円
増
）

　

介
護
納
付
金
分　

16
万
円

（
２
万
円
増
）

②
所
得
判
定
基
準
の
改
正
に
よ
る

　

軽
減
措
置
対
象
世
帯
の
拡
大

□
総
合
介
護
条
例
の
一
部
改
正

　

国
の
介
護
保
険
法
の
改
正
に
よ

り
、
平
成
27
～
29
年
度
の
低
所
得

者
保
険
料
を
年
額
で
２
５
０
０
円

減
額
し
、
２
万
３
３
０
０
円
と
す

る
条
例
改
正
を
行
い
ま
し
た
。

□
指
定
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス

　

の
事
業
の
人
員
、
設
備
及
び

　

運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め

　

る
条
例
の
一
部
改
正

　

国
の
介
護
保
険
法
施
行
規
則
等

の
改
正
に
よ
り
、
複
合
型
サ
ー
ビ

ス
の
事
業
名
称
を
変
更
す
る
も
の

で
す
。

□
財
産
の
無
償
貸
付

　

廃
校
舎
の
有
効
利
用
や
防
犯
・

安
全
性
の
確
保
、
産
業
の
振
興
や

雇
用
促
進
の
た
め
、
旧
富
武
士
小

学
校
の
土
地
、
建
物
を
株
式
会
社

ト
ッ
プ
フ
ァ
ー
ム
に
無
償
貸
付
す

る
も
の
で
す
。

・
土
地

　

富
武
士
４
６
５
番
１
ほ
か
２
筆

　

学
校
用
地
、
雑
種
地

１
万
４
２
１
２
㎡

・
建
物

　

旧
富
武
士
小
学
校
、
物
置

１
５
４
９
・
99
㎡

・
貸
付
の
目
的

　

事
務
所
及
び
作
業
員
休
憩
所
施

　

設
、
従
業
員
厚
生
施
設

・
貸
付
の
相
手
方

　

佐
呂
間
町
字
富
武
士

　

株
式
会
社
ト
ッ
プ
フ
ァ
ー
ム

　

代
表
取
締
役　

井
上　

登

・
免
除
す
る
貸
付
料

　

平
成
27
年
度

２
７
４
万
４
７
２
０
円

　

平
成
28
年
度
以
降
（
年
額
）

３
２
９
万
３
６
７
０
円

□
財
産
の
取
得

　

歩
道
の
除
雪
な
ど
に
使
用
す
る

小
型
ロ
ー
タ
リ
ー
除
雪
車
を
次
の

と
お
り
更
新
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

・
取
得
す
る
財
産

　

小
型
ロ
ー
タ
リ
ー
除
雪
車

・
取
得
価
格　

２
８
８
３
万
６
千
円

・
納
入
期
限　

平
成
28
年
１
月
29
日

・
取
得
の
方
法　

指
名
競
争
入
札

・
売
買
の
相
手
方

　

北
広
島
市
大
曲
中
央
１
丁
目

　

北
海
道
川
重
建
機
株
式
会
社

代
表
取
締
役　

大
滝
幹
夫

□
辺
地
に
係
る
公
共
的
施
設
の

　

総
合
的
な
整
備
に
関
す
る
財

　

政
上
の
計
画
の
策
定

　

本
町
で
は
、
富
武
士
、
仁
倉
、

若
里
の
３
地
区
が
辺
地
計
画
を
策

定
し
て
い
ま
す
が
、
若
里
地
区
は

平
成
26
年
度
で
計
画
期
間
が
満
了

と
な
り
、
平
成
24
年
度
か
ら
実
施

し
て
い
る
若
里
基
線
道
路
整
備
事

業
の
継
続
実
施
に
当
た
り
、
新
た

に
辺
地
計
画
を
策
定
し
ま
し
た
。

　

こ
の
計
画
に
よ
り
、
有
利
な
辺

地
対
策
事
業
債
の
借
り
入
れ
が
で

き
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

無償貸付される旧富武士小学校

施工中の若里基線道路整備事業
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□
平
成
27
年
度
第
１
回
定
期
監

　

査
報
告
書

　

平
成
26
年
度
会
計
の
定
期
監
査

が
５
月
12
日
か
ら
15
日
ま
で
の
４

日
間
実
施
さ
れ
、
そ
の
結
果
に
つ

い
て
代
表
監
査
委
員
か
ら
、
適
正

に
処
理
、
運
営
さ
れ
て
い
た
と
の

報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

□
繰
越
明
許
費
繰
越
計
算
書

　

平
成
26
年
度
一
般
会
計
か
ら
物

産
館
み
の
り
改
修
工
事
ほ
か
15

件
、
１
億
４
３
８
３
万
７
千
円
が

27
年
度
に
繰
り
越
し
に
な
り
ま
し

た
。

・審議した議案③

　報告２件の審議を行い、全て可決しました。

請
願
と
陳
情
に
つ
い
て

　

請
願
・
陳
情
は
、
国
、
道
、
町
政
に
住
民
の
皆
さ
ん
の
意
見
や

要
望
を
反
映
さ
せ
る
一
つ
の
方
法
で
、
個
人
、
団
体
を
問
わ
ず
誰

で
も
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

《　記 載 例　》

　　　　○○○○○○○○

に関する請願（陳情）

　要旨

　理由

　平成○○年○○月○○日

　佐呂間町議会

　議長　○○○○　殿

　　　　佐呂間町字○○町○○番地

　　　　　　　　　　○○○○　㊞

（本文）（表紙）

○○○○○○○○に関する

請願書

（陳情書）

　

　　　　　紹介議員　○○○○　㊞

※陳情書の場合は、紹介議員は不要です。

一部改修が予定されている物産館みのり

◎
手
話
通
訳
者
派
遣
に
つ
い
て

【
答
弁
】
い
な
い
の
で
、
北
海
道

に
依
頼
し
派
遣
し
て
も
ら
う
こ
と

に
な
り
ま
す
。
そ
の
費
用
に
つ
い

て
は
、
町
の
要
綱
に
基
づ
き
町
費

で
負
担
し
ま
す
。

　

今
回
補
正
予
算
を
計
上
し
た
本

町
で
開
催
さ
れ
る
身
体
障
害
者

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
大
会
に
限
ら
ず
、

手
話
通
訳
を
必
要
と
し
て
い
る
方

か
ら
要
請
が
あ
れ
ば
、
同
様
に
派

遣
事
業
を
実
施
し
ま
す
。
予
算
に

つ
い
て
は
、
そ
の
都
度
補
正
予
算

を
計
上
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

【
答
弁
】
町
独
自
で
養
成
す
る
こ

と
は
今
の
と
こ
ろ
考
え
て
い
ま
せ

ん
し
、
町
内
の
方
か
ら
手
話
通
訳

者
を
派
遣
し
て
ほ
し
い
と
い
う
要

請
は
あ
り
ま
せ
ん
。

 

予算質疑 
の中から  

 

・町長行政報告

　町長より行政報告がなされました。

町長行政報告

（要　旨）

□
農
作
物
の
生
育
状
況

　

融
雪
遅
れ
も
懸
念
さ
れ
た
中
、

４
月
以
降
の
好
天
に
よ
り
作
付
け

作
業
は
例
年
並
み
に
進
み
ま
し

た
。
強
風
、
雨
不
足
の
影
響
も
あ

り
、
移
植
ビ
ー
ト
の
補
植
作
業
に

追
わ
れ
た
圃
場
も
多
か
っ
た
と
の

こ
と
で
す
が
、
お
お
む
ね
順
調
に

推
移
し
て
お
り
、
牧
草
は
草
丈
が

伸
び
て
い
な
い
状
況
で
す
が
、
適

期
の
刈
取
り
に
重
点
を
置
く
必
要

が
あ
る
た
め
、
順
次
グ
ラ
ス
サ
イ

レ
ー
ジ
収
穫
作
業
が
開
始
さ
れ
る

旨
、
報
告
を
受
け
て
い
ま
す
。

□
町
営
牧
場
の
入
牧
状
況

　

雪
の
影
響
で
隔
障
物
が
被
害
に

遭
い
、
牧
野
利
用
組
合
員
や
職
員

に
よ
り
補
修
を
終
え
、
５
月
20
日
、

23
日
で
入
牧
し
、
６
月
１
日
現
在
、

６
箇
所
の
牧
野
で
６
２
６
頭
（
乳

牛
４
８
２
頭
、
和
牛
１
４
４
頭
）

を
受
け
入
れ
て
い
ま
す
。

□
漁
業
に
つ
い
て

　

外
海
ホ
タ
テ
稚
貝
放
流
は
、
時

化
の
影
響
で
５
月
27
日
に
終
了

し
、
９
６
４
０
万
６
千
粒
を
Ｃ
海

区
と
５
輪
採
漁
場
へ
、
ま
た
、
冬

期
間
の
時
化
で
被
害
の
あ
っ
た
Ａ

海
区
へ
も
放
流
さ
れ
ま
し
た
。

　

ホ
タ
テ
稚
貝
採
苗
は
、
ラ
ー
バ

の
出
現
が
早
く
、
５
月
上
旬
か
ら

採
苗
器
を
投
入
し
順
調
に
経
過
し

て
い
ま
す
。

　

マ
ス
稚
魚
は
、
４
月
30
日
床
丹

川
な
ど
３
河
川
に
１
０
０
万
尾
放

流
、
ま
た
、
サ
ケ
稚
魚
１
９
０
万

尾
を
生
け
す
で
飼
育
し
５
月
13
日

に
放
流
、
10
万
尾
を
佐
呂
間
別
川

か
ら
放
流
し
、
４
年
後
の
回
遊
を

期
待
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

外
海
ホ
タ
テ
漁
業
は
、
冬
期
間

の
時
化
に
よ
る
減
産
が
予
想
さ

れ
、
当
初
計
画
１
万
１
０
０
ト
ン

に
対
し
８
１
５
０
ト
ン
に
修
正
し

操
業
が
開
始
さ
れ
て
お
り
、
今
後

の
成
長
・
歩
留
ま
り
の
上
昇
に
期

待
し
て
い
ま
す
。

刈取り後の畑に並ぶ牧草ロール

　

な
お
、
昨
年
に
引
き
続
き
、
佐

呂
間
漁
業
協
同
組
合
か
ら
全
戸
に

ホ
タ
テ
の
無
料
配
布
の
申
し
入
れ

が
あ
り
ま
し
た
。
改
め
て
漁
協
及

び
漁
業
者
の
皆
さ
ん
に
感
謝
の
意

を
表
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

□
公
共
事
業
の
執
行
状
況

　

継
続
事
業
の
「
ク
リ
ニ
ッ
ク

さ
ろ
ま
」
新
築
関
連
事
業
に

地
域
支
援
交
付
金
事
業
等
を
含

め
全
部
で
56
件
、
事
業
費
総
額

10
億
８
５
０
０
万
円
を
予
定

し
、
現
在
の
発
注
状
況
は
24
件
、

８
億
２
０
０
万
で
、
発
注
率
は
件

数
で
43
％
、
金
額
で
74
％
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。

□
遠
軽
厚
生
病
院
の
産
婦
人
科

　

に
つ
い
て

　

遠
軽
厚
生
病
院
は
、
遠
紋
地
域

二
次
医
療
圏
域
の
地
域
セ
ン
タ
ー 放流船の到着で一斉にホタテ稚貝を積込む

病
院
と
し
て
運
営
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
地
方
の
医
師
不
足
の
影
響
を

受
け
た
旭
川
医
大
の
医
師
不
足
に

よ
り
、
平
成
22
年
の
脳
神
経
外
科

医
師
の
引
き
揚
げ
以
降
、
25
年
の

整
形
外
科
医
師
、
26
年
の
整
形
外

科
・
泌
尿
器
科
医
師
の
引
き
揚
げ

に
よ
り
、
地
域
セ
ン
タ
ー
病
院
と

し
て
の
重
要
な
役
割
を
脅
か
す
要

因
に
な
っ
て
い
ま
す
。
加
え
て
、

今
年
９
月
を
も
っ
て
産
婦
人
科
医

師
３
名
中
２
名
の
引
き
揚
げ
が
予

定
さ
れ
た
た
め
、
遠
紋
８
市
町
村

が
協
力
し
、
旭
川
医
大
、
厚
生
連
、

北
海
道
保
健
福
祉
部
に
対
し
医
師

確
保
と
診
療
体
制
の
維
持
に
関
す

る
要
望
活
動
を
行
い
ま
し
た
が
、

医
師
不
足
の
現
状
か
ら
派
遣
が
難

し
い
と
の
回
答
で
あ
り
、
先
行
き

が
不
透
明
で
あ
る
こ
と
を
ご
理
解

願
い
ま
す
。

□
診
療
報
酬
不
当
請
求
事
案

　

遠
軽
町
の
医
療
法
人
恵
池
会

遠
軽
学
田
病
院
は
、
北
海
道
厚

生
局
に
よ
る
適
時
調
査
で
平
成

25
年
11
月
か
ら
26
年
10
月
診
療
分

が
診
療
報
酬
の
不
当
請
求
と
認

め
ら
れ
、
本
町
へ
の
返
還
額
は

３
５
６
万
３
６
１
８
円
と
な
り
、

分
割
返
還
の
意
向
が
示
さ
れ
て
い

ま
す
。
今
後
も
引
き
続
き
関
係
町

村
と
連
携
を
密
に
し
対
応
し
て
ま

い
り
ま
す
。


